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巳

川村（]966）の方法に従った．抗原には土井（1968）の

方法に準じて，フィラリア成虫の切片を用いた．すなわ

ち新鮮な卵白1個分に約１９のアラピアゴムを混和し，

遠心分離してその上清をとり，これに虫体を包埋し，ド

ライアイスとアセトンにより-70°Ｃ下で急速凍結し，

クリオスタットで約５α厚の切片にした．この切片は９５

％エタノールで約８分間前処理した．螢光抗体は人血清

に対して抗ヒトγグロブリンウサギ標識抗体（医科研試

験製造部）を20倍希釈して用い，コトンラット血清には，

抗コトンラットグロプリンウサギ標識抗濠体を調製し，４

倍希釈して用いた．螢光抗体染色の手技は，抗蝋原切片に

系列希釈した血清をかぶせて，湿潤箱に入れ蒸発を防ぎ

つつ３７°Ｃ40～60分間反応させたのち，リン酸緩衝生理

食塩水（ｐＨ７．２，以下ＰＢＳと略す）で５分間ずつ３回，

時折振動を加えて洗い，反応に与らなかった成分を流し

て乾燥させる．次に対応する螢光抗体を生理的食塩水で

使用倍数に希釈して，再び切片にかぶせ，同様にして

37.ｃ４０～60分間又は４９Ｃｌ晩反応させる．再びＰＢＳ

で洗い乾燥させたのち，薄手無螢光のスライドグラス上

に緩衡グリセリン液（ｐＨ9.5）で包埋する～螢光顕微鏡

は千代田社FM-200A型を用いて鏡検した．反応は０か

ら３の４段階に分けて２を終点とした．１次血清をＰＢＳ

でおきかえたもの〆埜光抗体をＰＢＳでおきかえたもの

を対照にして非特異反応を検査した．

間接赤血球凝集反応（以下ＩＨＡと略す）はTanaka“

α/、（1968）がコトンラットフィラリアに用いた方法に

準じた．抗原にはＭｏ"zosM/CSCM"ﾉﾉ成虫をグラスホ

モジナイザーで暦辞し201111凍結融解を操返して４°Ｃ２４

時間のＰＢＳ抽出を行い，3,000rpm]5分間遠心分|雛して

上清をとり，更に４°Ｃ２日間おいた後に13,000Ｇ３０分

間遠心分離した上清を，-20°Ｃに保存して用いた．使

用倍数は虫休乾燥重量比8,000倍であった．人ＯｌＷＭｍ

球は120,000倍希釈タンニン酸で３７°Ｃ１５分間処理して

はじめに

フィラリア感染における免疫現象の研究は1910年代か

ら数多くの報告が出されている．Kagan（1963）の綜説

によれば，その内の大多数は，動物フィラリアを抗原と

し，交叉反応を利用して人に適用したものである．しか

しながら，基礎的な問題としては，同種間の免疫現象の

解明から始めて，異種間の交叉反応性に及ぶことが必要

であろう．

我友の研究部では，実験フィラリア感染としてコトン

ラットを飼育繁殖させ，イエダニを中間宿主として，コ

トンラットフィラリアを継代している．このコトンラッ

トは他の寄生虫感染がないコロニーであり，同種の抗原

-抗体系として有用であると考え，間接蛍光抗体染色法

および間接赤血球凝集反応を試みたので，その成績につ

いて報告する．

材料と方法

コトンラットＳ/gWzo`o〃ルノsPjdzｲｓにコトンラットフ

ィラリアＬｊｊｏｊ"ＯＳＭ北Ｓｃαγ/"ノノを中間宿主イエダニ

Ｏ'Ｍ/io"jﾉss"ｓ６ａｃｏｔ/を用いて実験感染させた．コト

ンラットは当研究部で飼育繁殖させたもので，寄生虫感

染のない状態に管理されている（石井ら，1968)．コト

ンラットの尾端から採血しミクロフィラリアの数を算定

し，感染11週目頃に股動脈から全採血し，血清を分離し

た．同時に胸腔からフィラリア成虫をとり出し，生理的

食塩水で洗って抗原に供した．血清は５６°Ｃ30分間熱処

理して-20°Ｃに凍結保存した．

犬フィラリア、ﾉｸﾞq/ﾌﾞﾉα'７αノノ'2ﾉ"///ｓの成虫は感染犬の

肺動脈からとり出し，生理的食塩水で洗って抗原に用い

た．

検査血清には，上記感染コトンラット血清およびフィ

ラリア症などの,患二者1m情およびIE常人血清を用いた．

間接後光抗体染色法（以下ＩＦＡＴと略す）は，ほぼ
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使用した．検査血清は0.6％正常兎血清加生理食塩水で

系列希釈し，抗原処理赤血球と室温３時間反応させたの

ち，結果を判定した．判定は５段階に分けて３を終点と

した．抗原を処理しないタンニン酸処理赤血球を用いて

非特異凝集を検査した．

2,000倍が３例，８，０００倍が４例で16,000倍が４例であっ

た．ＩＦＡＴの希釈倍数の対数をとると，反応価はほぼ正

規分布になり，ＩＨＡの希釈倍数を２を底とする対数に

とると同様に正規分布になったので，相関関係を検した．

r＝0.47Ｆs＝6.16となりＦ221（0.05)＝4.30で統計上有

意の相関を認めた．血中ミクロフィラリア数と胸腔内寄

生成虫数はいずれも正規分布型であったが，ＩＦＡＴとの

相関は，それぞれ，ｒ＝0.39,Ｆs＝３９７とｒ＝0.37,Ｆｓ

＝3.55で両者共Ｆ221（0.05)＝4.30以下で相関関係がな

かった．両者の対数をとった結果ではＭｆでｒ＝0.427,

Fs＝4.90で成虫数でｒ＝0.415,Ｆs＝4.57となり，統計

上有意の相関関係を示した．これらの成績を対応させて

Table１，２に示した．

成績

Ｌﾉﾉo”ＯＳＭ北ｓｃＭＭに感染させたコトンラット２５

匹の血清に対して，対応するＬﾉﾉowosM北Ｓｃαγ/"〃の成

虫を抗原に用いた時の結果は，ＩＦＡＴで２５倍から3,125

倍希釈迄反応した．２５倍が３例，５０倍が３例，125倍が

６例，625倍が９例，1,024倍が１例，3,125倍が３例で

あった．これらの血清のＩＨＡ価は，１６倍が２例，］25倍

が３例，250倍が１例，500倍が２例，１，０００倍が５例，

ロ
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25倍が１例，125倍が６例，625倍が２例であった．非感

染コトンラットでは５倍が１例，２５倍が２例，125倍が

６例であった．血中Ｍｆ数と寄生成虫数をつけ加え，

L"o加ｏｓＭＪｃｓを抗原としたＩＨＡ価を参考に対照させ

た成績をＴａｂｌｅ４に示した．

象皮腫，乳嘩尿などを呈してフィラリア症を疑われた

人患者血清10例に対して，異種であるＬ"o"zOsojdcs成

虫を抗原として用いた成績では，ＩＦＡＴで４倍から64倍

希釈迄に交叉反応を示し，４倍が１例，８倍が１例，３２

倍が５例，６４倍が３例であった．ＩＨＡでは１６倍から

2,000倍希釈迄に交叉反応し，１６倍が７例，500倍が１例，

2,000倍が１例であった．マンソン孤虫症２例はＩＦＡＴ

で８倍と32倍，ＩＨＡで１例が16倍で，糞線虫症２例は

ＩＦＡＴで32倍と64倍でＩＨＡで32倍と2,000倍希釈に交

叉反応した．

正常人血清１２例では，ＩＦＡＴで４倍から１２８倍希釈

迄の交叉反応を示し，４倍が１例，１６倍が２例，３２倍が

３例，６４倍が４例，128倍が１例であった．ＩＨＡでは１６

倍から2,000倍希釈迄に交叉反応し，１６倍が６例，６４倍

が６例，2,000倍が１例であった．以上の成績を対応さ

せてＴａｂｌｅ５に示した．

上記の人血清の一部に,異種である、/γQ/ｶﾞﾉａｒｊａ加加ノー

/ｉｓの成虫を抗原に用いたＩＦＡＴでは，１６倍から64倍希

釈に交叉反応したが正常血清との間に差なく，１６倍が８

例，６４倍が１例であった．これらの成績をＴａｂｌｅ６に

示した．

Table２CorrelationbetweenIFATtiters

andparasiticburden

ｒ ＦｓParasiticburden

Ｎｕｍｂｅｒｏｆａｄｕｌｔｗｏｒｍｓ
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Log、ｎｕｍｂｅｒｏｆａｄｕｌｔｗｏｒｍｓ

Ｌｏｇ・numberofmicrofilaria

3.55

3.97

4.57＊

4.90＊

0.373

0.391

0.415

0.427

ｎ＝24,＊Ｆ221(0.05)＝4.30Ｆｓ，significant、
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ｒ＝0.47,Ｆ221(０．０５)＝4.30Ｆs＝6.16,significant．
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考察

フィラリア感染の免疫現象を追求するに当ってScott

(]958）は寄生虫の成長抑制を指標にした報告を出して

いるが，寄生虫数により成長が左右される点を考慮せね

ばならない．一般に血清反応を指標にするが，固有宿主

から寄生虫を集めることが人フィラリアでは困難である

ため，異種フィラリアを抗原として用いざるをえない．

そのためにはこの背景である異種フィラリア間の交叉反

応の問題を解明する必要がある．

抗原にＬﾉﾉo"zosoノルＳｃαγ伽/の成虫を用いた場合

は，固有宿主であるコトンラットでは，感染と非感染を

ＩＦＡＴとＩＨＡの両方法において統計上有意に区別した結

果であったが，異種の系である人血清については人フィ

ラリアの感染･非感染の間に差異がでなかった.若干の交

叉反応性はあるが，その反応価は低く，Ｌｊｔｏ"ＯＳＭﾉCS

Cαｸﾞﾉ"がと人フィラリアとは抗原性の近縁さが低いこと

非感染コトンラット１３例について試みたＩＦＡＴでは

25倍から625倍希釈迄に反応し，２５倍が７例，３２倍が１

例，125倍が４例，625倍が１例であった．希釈倍数の対

数をとると正規分布型となり，感染コトンラット群との

分散はＦｏ＝2.08であり，Ｆ(24,12,0.025)＝3.02以下で

分散に差異がなく，平均値の差を検定した処,ｔｏ＝15.07

でｔ(35,0.01)＝2.72以上で差は高度に有意であった．

非感染群のＩＨＡ価は８倍から32倍希釈に納まり，８倍

が１例，１６倍が11例で32倍が１例で，感染群との差は明

白であった．両者を対応させた成績をＴａｂｌｅ３に示し

た．

Ｌｊｔｏ腕ＯＳＭ/CSCαｸﾞﾉ"ﾉﾉに感染させたコトンラット血清

に対して，異種であるＤﾉｸﾞ、Ｊαγ/α伽伽がｓを抗原に用

いた時，ＩＦＡＴでは25倍から625倍希釈迄に交叉反応し，

、
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１：8,000

１：１２５

１；５００

１：１６

１：１６

１：１６

１：１６

ｅｖ○
１

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
虻
〃
〃
〃

只
）
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3６

９

＊ Numberofmicrofilariaein2,５ｒｎｍ３ｏｆｂｌｏｏｄ

＊＊Ｎｕｍｂｅｒｏｆａｄｕｌｔｗｏｒｍｓｆｏｕｎｄａｔａｕｔｏｐｓｙ
＊*＊Indirecthemagglutinationtest，Ｌがo伽osojdcscaｸﾞﾉ〃ノノasantigen

Table51ndirectHuorescｅｎｔａｎｔｉｂｏｄｙｔｅｓｔａｎｄｉｎｄｉｒｅｃｔｈｅｍａｇｇｌｕｔｉｎａｔｉｏｎｔｅｓｔａｐｐｌｉｅｄｔｏ

ｈｕｍａｎsera，Ｌ〃o醜osoj`CSCαγj〃//ａｓａｎｔｉｇｅｎ

Ｓｅｒｕｍｎｕｍｂｅｒ

ｈｕｍａｎＯｌ４

０２３

００６

００７

０１２

０１７

０１９

０２１

０４４

O２４

ｈｕｍａｎＯ１０

０５６

０１１

O54

humanOO5

０１６

０４３

０４６

０４７

０４８

０４９

０５０

０５１

０５２

０５３

０４５
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ｌ
ｍ
ｍ
ｆ
ｆ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｆ
ｆ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｆ
ｍ
ｍ
ｍ

岬
一
紹
印
田
町

History lFATtiter
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chyluria，microfilaremia］：３２

chyluria l：６４

″ １：６４

″ １：４

″ ，hydrocele ］：３２

″ １：３２

〃 １：８

hｙｄroｃｅｌｅ Ｌ３２

ｃｈｙｌｕｒｉａ Ｌ６４

ｓｐａｒｇａｎｏｓｌｓ １：８

〃 １：３２

strongyloidiasis l：３２

〃 １：６４

ｎｏｒｍａｌｃｏｎｔｒｏｌｌ：４

〃 １：１６

〃 １：３２

″ １：６４

″ １：３２

〃 １：１２８

″ １：１６

〃［ １：６４

〃 １：６４
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０

０

０
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０
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６
６
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６
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６
６
６
４
４
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６
４
４
６
４
６

０
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１
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５
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１
１
１
１
３
２
１
１
１
６
６
２
１
６
６
１
６
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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〃
〃
〃
〃
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４
０
６
０
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３
９
９
９
９
６

５
４
２
７
２
２
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２
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Ｔａｂｌｅ６ＴｉｔｅｒｓｏｆｓｏｍｅｈｕｍａｎｓｅｒａｉｎｉndirectHuorescentantibodytestwｉｔｈＤｊγ叩加減αノ"2脚ﾉﾉｓ

ａｎｔｉｇｅｎａｎｄｉｎｄｉｒｅｃｔｈｅｍａｇｇｌｕｔｉｎationtestwithL/lfo"zosoj`CSCαγ/〃ｊｊａｎｔｉｇｅｎ

Sｅｒｕｍｎｕｍｂｅｒ Sex

岬
一
型
肥
妬
羽
皿
銘
勿
偲

History ＩＦＡＴｔｉｒｅｒ

ｌ：６４

１：１６

１：１６

１：１６

１：１６

１：１６

１：１６

１：１６

ＩＨＡｔｉｔｅｒ

ｌ：１６

１：１６

１：１６

１：６４

１：２，０００

１：２，０００

１：１６

１：２，０００

hｕｍａｎＯＯ５

０４５

０４９

０５０

０４８

０１４

００７

０５４

ｎｏｒｍａｌ

〃

″

″

″

elephantiasis

chyluria

strongyloidiasis，

ｆｏｕｒｙｅａｒｓｉｎｆｉｌａｒｉａ

ｅｎｄｅｍｉｃａｒｅａ

ｓtrongyloidiasis

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｆ
ｍ

Ｐ

011 ｎｌ ５９ １：１６１：３２

がいえる．コトンラットフィラリアを用いた報告の内で

Warren（1947）は補体結合反応において同様の結果を

述べているが，O1iver-Gonzalezc／α/、（1945）は皮内

反応についてＬﾉﾉo〃osoj`Ｃｓが良かったとしている．

Culbertsonc／α/、（1944）はＬｊｔｏ”ＯＳＭ/Ｃｓを用いた

皮内反応と補体結合反応と沈降反応において，人血清で

それぞれ８１％，７７％，７５％の陽'性結果を得たと報告し

ている．

Ｌ//o"zoso/`Ｃｓの固有の系では，コトンラット血清の

反応価は，いずれの方法においても，十分高かったが，

これはフィラリア実験感染がかなりの濃厚感染であり，

抗体産生量も多いことを意味するが，人血清について，

これに比す抗体産生を自然界で求める事は困難でかつ稀

であると考えられ，交叉反応性は存在しても，感染・非

感染を区別する迄に至らないと考えられる．

コトンラットの系ではＩＦＡＴとＩＨＡの両方法の間

に対数値で相関関係があり，成虫数とＭｆ数の対数値

がＩＦＡＴの反応価と相関関係が認められたが，予想で

きる事である．Ｔａｎａｋａｃｔα/、（1968）はＩＨＡと補体結

合反応（CFT）の成績の間，およびＩＨＡとＭｆ数の対

数値の間に相関関係が存在することを報告している．

Garciac／α/、（1968）はＤか０月/α'/α伽〃/ｉｓを抗原

に用いて人血清のＩＨＡを行った結果，感染と非感染に

ついて成績が乱れたことを報告している．この実験にお

いてLjtoj"osoMcsを用いて人血清に行ったＩＦＡＴと

の結果が同様に単純でなかった事と考え合わせると，交

叉反応を通常の血清反応で行い，応用する迄には解明，

開発すべき点が未だ残されていると考える．

フィラリア感染コトンラットl([l情は抗原、〃航〃ぬ

/"""ﾉﾉﾉｓに対してもＩＦＡＴで交叉反応を示し，少数な

がら感染群で反応価が高くでた．しかし人血清は抗原

Ｄｊｍ/7/αγiαﾉﾉﾉｚｗｊ//ｓに対して低い価で交叉反応は呈し

たが，感染・非感染を区別するには至らなかった．

総括

Ｌ/to醜CSO/desｃαﾉﾌﾞ"ノノを実験感染させたコトンラット

の血清25例に対してＬ//o”ｏｓｏｊｄｃｓｃａＷノノの成虫を抗

原に用いて，間接螢光抗体染色法ＩＦＡＴと間接赤血球

凝集反応ＩＨＡを行った．ＩＦＡＴで最高3,125倍希釈迄，

ＩＨＡで最高１６，０００倍迄反応した．非感染コトンラット

13例ではＩＦＡＴで625倍迄，ＩＨＡで32倍迄反応し感染

群の反応価との間には有意差があった．ＩＦＡＴの反応価

の対数値とミクロフィラリア数，成虫数の対数値との間

に有意の相関があり，ＩＦＡＴとＩＨＡの反応価の対数値

の間に有意の相関があった．

Ｄﾉﾉ､ﾉﾌﾞﾉαｸﾞﾉαノノ"〃"ｓ成虫を抗原に用いたＩＦＡＴでは

コトンラット血清１３例は最高625倍希釈迄の交叉反応を

示し，感染・非感染をかなりよく区別した．乳嘩尿など

を呈してフィラリア症を疑われた血清１０例に対して

Ｌﾉﾉo'"osoMes成虫を抗原に用いた処，ＩＦＡＴで64倍，

ＩＨＡで2,000倍希釈迄の交叉反応を呈したが，正常人血

清，マンソン孤虫症，糞線虫症も同様に交叉反応を示し，

感染・非感染の間に明白な差がなく，まちまちであった．

ＤﾉｸﾞQ/7ﾙｸﾞﾉα成虫を抗原に用いた場合も交叉反応は呈し

たが，反応価は低く感染・非感染の問に差がなかった．

濃厚な感染であって抗体産生が十分な時で同種の系を用

いたら良好な成績を得たが，自然感染では抗体産生が低

いためか，交叉反応性は示したが，感染を証するには雫

Ｐ

（５９）



514

補体結合反応価と間接赤血球凝集反応価の経時変

化について６寄生虫誌,17,402-406.

5）川村明義（1966）：蛍光抗体法・微生物検査必携，

日本公衆衞生協会，695-771.

6）Kagan，１．Ｇ．（1963）：Areviewofimmunologic

methodsforthediagnosisoffilariasis．

Ｊ，Parasit.，49,773-798.

7）O1iver-Gonzalez，Ｊ・andMorales,ＥＨ.（1945）：

Ｃｏｍｍｏｎａｎｔｉｇｅｎｓａｍｏｎｇｆｉｌａｒｉａｌａｎｄother

nematodeparasitesofman・JInfect．Ｄis・か

７７，９２－９５．

８）Scott，Ｊ､Ａ、（1958）：Theearlyinductionin

cottonratsoｆｉｍｍｕｎｉｔｙｔｏｔｈｅｉｒｆｉｌａｒｉａｌｗｏｒｍａ

ＪParasit.，44,507-511.

9）Tanaka，Ｈ，Kobayashi，』.，Matsuda，Ｈ・and

Sasa，Ｍ、（1968）：Hemagglutinationtestwith

Lj/o"zosoMcscaｸﾞﾉ〃ノノantigeninthediagnosis

ofcottonratfilariasis、Jap．Ｊ、ＥｘｐMed､＞

38,19-25.

10）Warren，Ｖ､Ｇ・（1947）：Studiesonfilariasis．

Ｖ，Serologicalrelationshipsbetweenantigenic

extractsoffournematodes．Ａmer．Ｊ、Hyg…

45,299-301.

らなかった．

この研究に援助と御指導下さった寄生虫部部長佐友学

教授，協力された寄生虫部諸氏に感謝致します．蛍光抗

体法実施に便宜を与えられた医科研・免疫研究部，病理

研究部に対し，又人血清を提供された内科学研究部海老

沢功博士に感謝致します．
■

引用文献

1）Culbertson，Ｊ､Ｔ､，Rose，ＨＭ・andDemarest，

Ｃ､Ｒ・（1944）：Filariasisbancrofti；itsdiagnosis

byimmunologicaltesｔｓｗｉｔｈａｎｔｉｇｅｎｄｅｒｉｖｅｄ

ｆｒｏｍＬｊ/oﾉﾘzosoノルＳｃαγｊＭ．Ａmer．Ｊ、Ｈy9.,39,

156-162.

2）土井陸雄（1968）：蚊・小昆虫など微小標本の蛍光

抗体検査用凍結切片作成方法．ウイルス，１８，１９６－

198.

3）Garcia，Ｅ､Ｇ､，Cabrera，Ｂ､Ｄ・andLara，ＥＤ．

（1968):Diagnosisofhumanfilariasisbypassive‐

hemagglutinationandsolubleantigenfluores‐

centantibodytechnic（SＡＦＡ)．Ｊour・Philippin

Med・ＡＳＳ.，44,149-155.

4）石井明・田中寛・藤田紘一郎・神谷正男・松田肇・

小林準三（1968ルフイラリア感染コトンラツトの

、

（６０）



Abstract

515

i

STUDIES ON INDIRECT FLUORESCENT ANTIBODY TECHNIQUE AND INDIRECT

HEMAGGLUTINATION METHOD IN COTTON RAT FILARIASIS

Akira ISHII and Hiroshi TANAKA

{Department of Parasitology, the Institute of Medical Science, the University of

Tokyo, Japan)

Cotton rats, Sigmodon hispidus, were experimentally infected with the cotton rat filaria,

Litomosoides carinii, through tropical art mite, Ornithonyssus bacoti. The cotton rats used

were bred and maintained in this laboratory and proved to have no other helminthic

infections. Around eleven weeks after infection, their microfilaremia were examined and

they were bled to prepare sera, which were then treated for thirty minutes at 56°C and

stored in deep freezer. Adult worms of the cotton rat filaria, Litomosoides carinii, were

collected from pleural cavity of the cotton rats and utilized as antigen. Adult worms of

the dog filaria, Dirofilaria immitis, were collected and also utilized as antigen. Indirect

fluoresent antibody technique (IFAT) was performed with frozen section of adult worms

as antigen and with anti-cotton rat globulin fluorescent tagged antibody or anti-human

gamma globulin fluoresent tagged antibody. Indirect hemagglutination test (IHA) was

conducted with antigen of phosphate buffer extract of adult worms.

Twenty-five sera of filaria infected cotton rats reacted in IFAT up to 3,125-fold serum

dilution and in IHA up to 16,000 serum dilution. Ten normal cotton rats reacted in IFAT

up 625 dilution and in IHA up to 32 dilution. Although a few false negative in IHA and

false positive in IFAT were observed, good specificity as to diagnosis of the infection was

seen in this homologous system. Correlation between logarithmic number of serum

dilution in IFAT and in IHA was statistically significant. Correlation between that in

IFAT and logarithmic number of microfilariae and logarithmic number of adult worms

also statistically significant. Nine filaria infected cotton rats cross-reacted to Dirofilaria

immitis in IFAT up to 625 dilution and four normal control also reacted in IFAT up to

125 dilution. The result was rather good to discriminate infection. Ten filariasis suspect

ed human sera cross-reacted to Litomosoides carinii in IFAT up to 64 dilution and in IHA

up to 2,000 dilution. Twelve normal control sera also cross-reacted in IFAT and in IHA.

Although cross-reactivity was confirmed, the result could not discriminate infection. Same

results were seen against Dirofilaria immitis. Experimental infection could induce enough

antibody formation for in vitro serological tests but naturally acquired infection of human

filariasis did not show enough crossreactivity to discriminate the infection with heter-

ologous antigens.

This study was supported by WHO Research Grant on Filariasis. (Principal investigator:

Prof. Manabu Sasa.)
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